
西沢麦夫教授、日本薬学会賞を受賞

佐藤政男教授、日本薬学会教育賞を受賞

まだまだいます、研究の「鉄人」達
　徳島文理大学薬学部には、他にも多くの研究の「鉄人」がそろっています。下記のようにこの数年間
だけでも多くの受賞者が出ています。

　一方、佐藤政男教授（公衆衛生学）は日本薬学会教育賞を受賞されまし
た。佐藤教授は衛生薬学分野において世界的に高い評価を受けている研究
活動を通じて、若手研究者の教育に情熱を捧げ、さらに学部学生の勉学意
欲の増大に勤められた。また、衛生薬学教育の充実と6年制教育移行にお
ける問題解決に中心的役割を果たされ、衛生薬学の教育レベルの向上に献
身的に貢献されたことに対して受賞されることになりました。

　上記のように、西沢教授をはじめとする本学薬学部の研究レベルの高さ
のみならず、教育への貢献も極めて高く評価され、今回の二人の教授の日
本薬学会におけるダブル受賞という栄えある結果となりました。 佐藤政男　教授

薬学部の2教授が日本薬学会でダブル受賞！
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　西沢麦夫教授（薬品製造化学）の20年以上にわたる研究に対し、日本
薬学会の最高の賞である日本薬学会賞が授与されることになりました。来
年3月に岡山で開催される日本薬学会第130年会にて表彰されます。
　西沢麦夫教授の受賞テーマは、「水銀トリフラートの化学を基盤とする
有機化学と創薬化学への展開」です。西沢教授は天然物化学の道を歩んで
来ましたが、創薬に貢献する基礎研究という観点から、極めて独創的な有
機合成化学の世界を創造し、国際的にも高く評価される成果を上げていま
す。具体的には、水銀トリフラートという触媒を開発することにより、生
物活性を持つ多くの天然物の全合成を可能にしました。これらの有機合成
の技術を駆使することで、制がん剤・感染症治療薬として期待される免疫
活性化化合物であるビザンチンを創り出しました。ビザンチンは徳島市の
シンボルである眉山にちなんで名付けられました。
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西沢麦夫　教授

・櫻井 純 教授（微生物学）　平成18年日本細菌学会賞　浅川賞
・浅川義範 教授（薬化学）　Jack Cannon Gold Medal賞、国際植物化学賞、国際精油シンポジウム賞
・日置英彰 准教授（薬品物理化学）　コンビナトリアル化学協会ベストポスター賞
・角 大悟 准教授（衛生化学）　日本薬学会環境・衛生部会賞
・小田真隆 助教（微生物学）　毒素シンポジウム奨励賞、日本薬学会中四国支部奨励賞
・山本博文 助教（薬品製造化学）　天然有機化合物討論会奨励賞
・加来裕人 助教（薬品化学）　日本薬学会中国四国支部奨励賞
・末永みどり 助教（医療薬学）　日本薬学会中国四国支部奨励賞



学生が研究に参加できる喜び

２年生から学会発表！

大学院生・学部生も受賞しています。
高橋千尋（微生物学）　博士前期2年　第56回毒素シンポジウム奨励賞
近藤 譲（薬品分析学）　博士前期1年　日本薬学会中四国支部会学生奨励賞
松下公人（薬品物理化学）　博士後期2年　日本薬学会中四国支部会学生奨励賞
佐々木貴彦（衛生化学）　博士前期1年　日本薬学会衛生薬学フォーラム2008 　実行委員長賞
岩本　忍（微生物学）　博士前期2年　第54回毒素シンポジウム奨励賞
島　尚喜（薬品物理化学）　博士前期1年　香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベストプレゼンテーション賞
清水裕行（生薬研究所）　学部3年生　日本薬学会中四国支部会学生奨励賞
御手洗彰信（薬品化学）　博士前期2年　日本薬学会中四国支部会学生奨励賞
吉岡美乃（薬理学）　博士後期3年　日本薬学会中四国支部会学生奨励賞
奥垣里美（衛生化学）　博士前期2年　メタロチオネイン研究会　優秀ポスター賞

2年生で学会発表
・塩見慎也　日本化学会第88回春期年会
・今井顕子　日本薬学会第130 年会
3年生で学会発表
・山口仁美　戦略的研究基盤形成支援事業　第3回研究発表会
・森満孝裕　日本薬学会第130 年会
・尾立大樹　日本化学会第88回春期年会
　（他にも多数）
4年生で学会発表
・市原麻由　日本薬学会第130 年会
・津山匡博　日本薬学会　衛生薬学フォーラム200 9　
・上田真穂　日本薬学会第130 年会
・平川寛子　日本化学会第88回春期年会
　（他にも多数）
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　徳島文理大学薬学部は、４年制薬学部の時代から研究室への
配属を3年の春に行い、早い時期から研究に参加することを特
徴としてきました。６年制になった今、「学部内インターンシ
ップ」という新しい制度を設け、２年生、場合によっては１年
生からでも自分が興味を持った研究室に出入りして、実験をし
たり、研究室の行事に参加できるようにしています。
　学部内インターンシップで２年生から研究してきた学生の中
には、すでに学部の学生でありながら学会発表を経験している
人や、英語の論文を書いている人もいます。薬学部に行くから
には研究をしたい、という夢をかなえられます。

２年生から実験をしている塩見君から
高校生へのメッセージ：
百聞は一見にしかず、と言いますが
、手を動かし、考えることで相当な
実力がつきます。学部内インターン
シップ制度を使って、世界トップレ
ベルの研究をしてみませんか。

徳島文理大学　薬学部
URL  http://p.bunri-u.ac.jp/
E-mail  ad@ph.bunri-u.ac.jp

お問い合わせは　アドミッションズ・オフィス
〒770-8514 　徳島市山城町

0120-602455URL  http://www.bunri-u.ac.jp/     

E-mail  gogo@tokushima.bunri-u.ac.jp

２年生から実験をしている津山君。
来年3月の日本薬学会で発表予定。

（過去3年間の受賞）

（過去２年間の発表）
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